
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：H２３地すべり防止事業第６号工事
�２ 発 注 者：長野県北安曇地方事務所
�３ 工事場所：北安曇郡小谷村千国字小土山
�４ 工 期：平成２３年６月７日～

平成２４年１月３１日
地すべりの原因になる地下水排除の目的で、集
水井（鋼製 φ３．５ｍ）H＝２４．５ｍを施工し、集水
ボーリング工 φ４０mmVP管を L＝５０ｍ×９本×
２段（ΣL＝９００ｍ）を施工した。事前のチェック
ボーリング結果より、集水ボーリングを施工する
地層は、N値５０程度の「強風化凝灰角礫岩」であ
ると想定していた。

２．現場における問題点

【１つめの問題点】
今回の現場地質である「強風化凝灰角礫岩」は、
ボーリング削孔後（仰角５度）の孔壁自立が期待
できない為、従来型の保孔管先端キャップでは削
孔ケーシング抜取り時に保孔管が共抜けしてしま
い出来形が確保できない恐れがあった。（図―１）
また、孔壁が崩落してしまうと保孔管を再挿入
しようとしても入らない為、既に挿入している保
孔管は接着接続済みなので再利用はできず廃棄処
分となり、再度施工することになり非常に不経済

であると共に、必要以上に作業員を集水井内へ立
ち入らせることになり、安全面からしてもよくな
いという側面もありました。
【２つめの問題点】
当該現場は地すべり地帯であるため、降雨量観
測は土砂災害発生を予測するための非常に重要な
安全管理項目であったが、現場と自宅の距離が片
道２時間と遠く離れていた為、公共の気象情報の
みでは緊急時の対応に支障がでる恐れがあった。

３．工夫・改善点と適用結果

【１つめの問題点に対する工夫・改善】
集水ボーリング保孔管の先端に「抜け防止加
工」を施したキャップ（図―２、図―３）を使用す
ることで、保孔管の配管後ケーシング抜取り時に、
保孔管とケーシングが一緒に抜けてこない為、今
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図―１ 従来型の先端キャップ
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回の現場地質である「強風化凝灰角礫岩」のよう
に、削孔後の孔壁自立が期待できない場合に、確
実な出来形の確保と施工の手戻りを防止すること
が出来ます。従来であれば、保孔管がケーシング
と共抜けしてしまい出来形が確保できなければ保
孔管を廃棄処分し再施工が必要であったり、保孔
管を塩ビ管から鋼管に変更し崩落部への挿入を可
能にしたりと、時間や費用を必要以上に費やさな
ければならない可能性がありましたが、当現場で
は抜け防止キャップを使用することによって、２５
本の集水ボーリング全てにおいてケーシング抜取
り時の保孔管の抜けは１本もなく、安定した出来
形と計画工程を確保することが出来ました。
【２つめの問題点に対する工夫・改善】
降雨量把握に関する問題を改善する為の工夫と
して、パソコンと接続し正確な雨量データ集計を
行えるデータロガー型雨量計（図―４）を設置し
ました。また、雨量計に市販のライブカメラを設
置し、（図―５）雨量計の画像を現場で開設したホー
ムページにライブ配信することによって、工事に
関係するすべての方が、帰宅後や休日夜間を問わ
ず容易に現場のリアルタイム雨量を確認出来るよ

うにすることによって、（図―６）異常気象による
災害発生の恐れがある場合の迅速な避難及び、災
害対策本部の設置に役立つと考えました。今回は
通常のインターネット回線と市販のWEBカメラ
及び無料サーバーを使用することによって費用を
かけずに雨量計設備を設置出来ました。また、雨
量計の観測データと今回施工した暗渠ボーリング
からの湧水量の関係を調査したところ、降雨のあ
と２～３日後に湧水量が増え始め、その後１～２
日程度は湧水量が多くなる傾向にあることが分り
ました。このことから、降雨後１週間程度は土砂
災害が発生しやすい状況であることを現場関係者
へ周知することができました。

４．おわりに

今回採用した「抜け防止機能付き先端CP」は
確実に出来形を確保でき、手戻りの防止も兼ねて
います。通常の現場と比べて危険度の高い集水井
内での作業時には、非常に有効な施工方法であっ
たと思います。雨量観測についても、費用を掛け
ずに工夫できたところは非常に有効であったと思
います。今後も、いろいろな側面から現場を観察
することによって、さらなる作業環境の工夫と改
善に取り組んできたいと思います。

図―２ 抜け防止先端キャップ

図―３ 抜け防止機能付き先端CP外観

図―４ データロガー外観

図―５ WEBカメラ設置 図―６ 携帯電話から確認
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